

































　長野県 S 小学校の平成 25 年の男子 22 名、女子





















Consideration of the S-elementary school 6th grade student's 

























は－ 4.0 →＋ 3.0 となり 7.0 ポイント上昇、算数は
－ 8.4 →＋ 7.5 となり 15.9 ポイント上昇している。
問題番号 【1】 【2】 【3】 【4】 【5】 全体
Ｓ小学校 60.0 51.1 64.4 51.1 24.4 50.2
長野県 75.1 71.4 71.9 33.9 18.6 54.2
差 -15.1 -20.3 -7.5 17.2 5.9 -4.0
Ｓ小学校 31.1 66.7 77.8 73.3 48.9 59.5
長野県 55.0 66.6 82.1 81.5 54.3 67.9
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問題番号 【1】 【2】 【3】 【4】 【5】 【6】 【7】 全体
S小学校 86.4 59.1 52.3 90.9 84.1 68.2 41.0 68.8
長野県 85.4 56.0 56.6 80.4 69.4 62.7 50.1 65.8
差 1.0 3.1 -4.3 10.5 14.7 5.5 -9.1 3.0
S小学校 93.2 79.5 59.1 86.4 43.2 59.1 61.4 68.8
長野県 72.0 62.1 60.8 88.1 40.8 42.3 63.2 61.3































44 S 小学校 6学年の学力や学習状況についての考察
表－ 1　Ｐ調査結果（平成 24 年 4 月実施）注1）





























































































番号 領域・趣旨　　　　　　　　　                    Ｐ調査との対応 Ｃ調標準化得点 Ｐ調標準化得点 増減等
【1】 「伝統的な言語文化･･･」語句　辞書活用 △1.0
【2】 「読むこと」根拠となる叙述、関連付けて読みとる　     　P【1】 3.1 -15.1 △18.2
【3】 「読むこと」主語・述語の照応関係　　　　　                 P【2】 -4.3 -20.3 △16.0
【4】 「書くこと」接続詞を使って文を一つにする　　　         　 P【3】 10.5 -7.5 △18.0
【5】 「書くこと」主述を入れ替えた文の書き換え　　　        　 P【4】 14.7 17.2 ▼2.5
【6】 「話すこと・聞くこと」理由と意見を区別して表現する △5.5
【7】 「話すこと・聞くこと」考えの共通点と相違点に着目する　P【5】 -9.1 5.9 ▼15.0
番号            領域・趣旨　　　　　                          Ｐ調査との対応 Ｃ調標準化得点 Ｐ調標準化得点 増減等
【1】 3年「数と計算」小数の加法　位をそろえる　　　           P【1】 21.2 -23.9 △45.1
【2】 4年「数量関係」減法と除法の混合計算　　　　          　P【2】 17.4 0.1     △17.3
【3】 5年「数と計算」仮分数、帯分数、整数の大小関係　　   P【3】 -1.7 -4.3 △2.6
【4】 5年「図形」合同な図形の対応する角　　　 ▼7.1-
【5】 5年「数と計算」何倍かを求める場合の除法　　　　　     P【4】 2.4 -8.2 △10.6
【6】 4年「量と測定」「数量関係」長方形の面積と単位正方形　 △8.61
【7】 4年「数量関係」計算の工夫の解釈と表現　　　　       　P【5】 -1.8 -5.4 △3.6
表－3 国語科のＰ調査、Ｃ調査比較 注 1）

















２　平成 25 年Ｓ小学校 6 学年の全国学力・学習状
　況調査の概況
（１）教科全体正答率（平成 25 年 4 月実施）































教　科 国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
全　国 62.7 49.4 77.2 58.4
長野県 63.7 50.3 77.8 59.5







































表－7 全国学力・学習状況調査  国語Ａで正答率の低かった問題 注 4）
＜A冊子＞
6 7






言語文化と国語の特質に関する事項 言語文化と国語の特質 書くこと 読む・言語
問題番号 321
・
書く能力 ○ ○ ○ ○
読む能力 ○ ○ ○
言語についての知識理解技能 ○○○○○○○○○○○○○○○
全国正答率 98.9 79.2 64.9 72.4 46.9 53.5 71.1 86.1 36.5 23.4 83.3 72.4 71.3 44.9 61.1 71.7 47.5 43.2
S小学校 97.7 79.5 75.0 84.1 70.5 56.8 75.0 93.2 45.5 18.2 88.6 77.3 79.5 47.7 72.7 72.7 61.4 43.2
差 1 2 0 3 10 1 11 7 23 6 3 3 3 9 7 1 9 0 5 2 5 3 4 9 8 2 2 8 11 6 1 0 13 9 0 0- . . . . . . . . . - . . . . . . . . .
  全国正答率












3.3 3.9 7.1 9.0 
-5.2 
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全国正答率 78.8 48.5 67.2 63.8 26.2 17.8 49.7 45.3 44.6 51.9
小学校S 81.8 36.4 81.8 70.5 22.7 20.5 59.1 38.6 56.8 65.9
差 3.0 -12.1 14.6 6.7 -3.5 2.7 9.4 -6.7 12.2 14.0
14.6 






















評価　　領域 数量関係 数と計算数と計算量と測定 図形 数量関係




知識理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全国正答率 88.2 71.3 83.7 88.3 94.4 88.9 89.5 60.2 71.6 50.0 97.4 52.3 73.3 60.7 90.6 66.3 76.7 76.9 85.7
S小学校 90.9 81.8 88.6 93.2 88.6 77.3 86.4 54.5 75.0 52.3 95.5 61.4 86.4 54.5 93.2 68.2 79.5 79.5 90.9



































































                　　　　　　を計算する
同分母の計算はできるが、帯分数→仮
分数の理解があいまい。



































































































表－13 全国学力・学習状況調査 算数Ｂで正答率の低かった問題 
表－12
＜B冊子＞ 全国学力・学習状況調査（小学校　算数）　設問別調査結果（全国分析シート）
(1) (2) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2) (3) (1) (2)
評価　　　領域数・数量 数と計算 量・図形 量と測定 量・図形 数・量と測定 図形 数量
考え方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
係関量数係関量数・定測と量
問題番号 1 2 3 4 5
技能 ○
○○○○解理識知
全国正答率 51.0 50.8 51.7 75.6 35.2 87.3 42.7 56.3 43.1 94.2 50.6 76.1 44.4
S小学校 34.1 40.9 54.5 72.7 27.3 93.2 56.8 56.8 52.3 97.7 59.1 81.8 54.5



















































注 1）注 2）長野県総合教育センターの HP より、P、C
調査の過去問題は、随時ダウンロードできるように
なっている。








2) 長野県総合教育センター .(2012); 平成 24 年度
学力向上のための PDCA サイクルづくり支援事業
に関する実施要項 .














































が考えられる。これらの力は、平成 25 年の 6 学年
時の全国学力・学習状況調査においてもつながって
いる点が多いと考えられた。
　Ｐ調査を行うことで、学年集団の傾向を把握して
授業改善の道筋を決め、約半年後にその成果を問う
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